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町スポーツ少年団交歓大会・ソフトボール競技
勝利を信じる強い心町

総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
５
月
28
日
、

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
４
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
郡
大
会
出
場
を
目
指
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

予
選
で
は
亀
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス
、
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
対
戦

し
、
決
勝
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
亀
徳
が
進
出
し

ま
し
た
。
１
回
表
５
点
の
亀
徳
チ
ー
ム
高
得
点
で

始
ま
っ
た
決
勝
戦
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
１
回
裏
で
３

点
を
返
し
、
勢
い
を
弱
め
る
こ
と
な
く
３
回
裏
で

６
対
７
と
追
い
上
げ
を
見
せ
ま
し
た
。
試
合
終
了

ま
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
２
点
の
追
加
点
を
決
め
て
、

勝
利
を
信
じ
る
強
い
気
持
ち
で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

【
大
会
結
果
】

１
位
：
亀
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

２
位
：
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
位
：
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス

町スポーツ少年団交歓大会・サッカー競技
降りしきる雨の中で激闘町

総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
５
月
22
日
、
徳
之

島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

が
開
催
さ
れ
、
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し

４
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
で
は
、「
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

と
「
亀
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」、
母
間

と
花
徳
が
合
同
と
な
っ
た
新
チ
ー
ム
「
東
天
城
Ｆ

Ｃ
」
の
３
組
の
総
当
た
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨

が
降
り
し
き
り
、
ぬ
か
る
ん
だ
グ
ラ
ン
ド
の
中
で

の
試
合
に
、
全
チ
ー
ム
が
苦
戦
。
ボ
ー
ル
が
滑
り
、

ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ
、
転
倒
者
も
相
次
ぐ
中
、

選
手
た
ち
は
全
力
で
勝
利
を
目
指
し
ま
し
た
。
全

チ
ー
ム
引
け
を
取
ら
ず
せ
め
ぎ
合
う
も
、
ゴ
ー
ル

前
の
決
定
打
を
確
実
に
お
し
こ
ん
だ
亀
徳
チ
ー
ム

が
得
点
を
重
ね
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

１
位
：
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
位
：
亀
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

３
位
：
東
天
城
Ｆ
Ｃ
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町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
５
月
28
日
、
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

内
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

出
場
し
た
７
チ
ー
ム
の
中
、
Ａ
・
Ｂ

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
リ
ー
グ
上
位

２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
。
準
決
勝
は
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
と

亀
徳
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
母

間
・
花
徳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
亀
津
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
対
戦
し
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
と
母

間
・
花
徳
が
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
１
セ
ッ
ト
目
は
22
対
20
と
ウ
ィ
ン
グ
ス
が
先
制
。
両
者
ゆ
ず
ら
ぬ
攻
防

で
最
後
ま
で
競
り
合
う
形
と
な
っ
た
２
セ
ッ
ト
目
も
、
緩
急
を
巧
み
に
使
い
分
け
た
攻
め

や
安
定
し
た
サ
ー
ブ
が
決
め
手
と
な
り
、
24
対

22
で
ウ
ィ
ン
グ
ス
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

町スポーツ少年団交歓大会・空手道競技
小中学生 129 名が熱い戦い「

２
０
１
６
年
度
徳
之
島
３
町
空
手
道
大
会
・

南
三
島
交
流
会
」が
５
月
29
日
、町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

１
２
９
名
が
、
形
と
組
手
の
個
人
、
団
体
の
各
部

門
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。

町スポーツ少年団交歓大会・バレーボール競技
ゆずらぬ攻防で熱戦

【
団
体
形
優
勝
】

〈
男
子
〉
▽
小
学
低
学
年
の
部
：
敬

空
館
Ａ　

▽
小
学
高
学
年
の
部
：

敬
空
館
Ａ　

▽
中
学
の
部
：
敬
空

館
Ａ

〈
女
子
〉
▽
小
学
低
学
年
の
部
：
敬

空
館
Ａ　

▽
小
学
高
学
年
の
部
：

敬
空
館
Ａ

【
団
体
形
優
勝
】

〈
男
子
〉
▽
小
学
高
学
年
の
部
：
敬

空
館
Ｂ

〈
女
子
〉
▽
小
学
低
学
年
の
部
：
敬

空
館
Ａ
〉
▽
小
学
高
学
年
の
部
：

敬
空
館
Ａ

【
個
人
形
優
勝
】

（
男
女
）
▽
幼
児
：
太
悠
貴

〈
男
子
〉
▽
小
学
１
年
：
福
清
右
史

郎　

▽
小
学
３
年
：
米
良
幸
之
助　

▽
小
学
４
年
：
東
田
誠
矢　

▽
小

学
５
年
：
吉
本
翔
大　

▽
中
学
１

年
：
米
良
爽
太
郎　

▽
中
学
２
年
：

米
山
航
生

〈
女
子
〉
▽
小
学
３
年
：
太
捺
貴　

▽
小
学
５
年
：
中
江
姫
乃　

▽
小

学
６
年
：
福
田
円
香　

▽
中
学
１

年
：
芳
み
や
び

【
個
人
組
手
優
勝
】

〈
男
女
〉
▽
幼
児
：
太
悠
貴

〈
男
子
〉
▽
小
学
６
年
：
豊
田
崇
人

▽
中
学
２
年
：
米
山
航
生
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News of the town ●● ●

豊年祭！ ■
轟
木

轟
木
集
落
で
６
月
４
日
、
今
年
度
町

内
の
皮
切
り
と
な
る
豊
年
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
団
の
み
こ

し
を
先
頭
に
子
ど
も
み
こ
し
や

山
車
が
続
い
て
列
を
作
り
、
実

り
多
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
い

集
落
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

花
徳
青
年
団
も
加
わ
っ
た
住

民
総
出
の
に
ぎ
や
か
な
行
列

で
、町
内
の
豊
年
祭
り
の
シ
ー

ズ
ン
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。

■
手
々

手
々
集
落
で
６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た

豊
年
祭
。
小
中
学
生
９
名
の
「
手
々
っ
子
」

が
元
気
よ
く
み
こ
し
を
担
ぎ
、
集
落
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

み
こ
し
連
は
、
豊
穀
神
社
で
昨
年
の
実

り
に
感
謝
し
、
今
期
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
ま
し
た
。
神
社
か
ら
県
道
に
向
か
い
出

発
し
、
手
々
小
中
学
校
の
教
職
員
や
地
域

の
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
手
々
福

祉
館
へ
歩
き
進
み
ま
し
た
。
県
道
沿
い
に

は
、
高
齢
者
な
ど
の
観
客
が
集
ま
り
、
勇

ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
行
進
に
声
援
を
送

り
ま
し
た
。

■
花
徳

花
徳
集
落
で
６
月
12
日
、
豊
年
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
川
、
上
花
徳
、
新
村
の

三
地
区
合
同
で
の
豊
年
祭
で
は
、
活
気
あ

ふ
れ
る
み
こ
し
行
列
で
集
落
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

今
回
初
と
な
る
花
徳
三
地
区
合
同
で
の

豊
年
祭
。
紫
、、
黄
緑
と
赤
、
ピ
ン
ク
の
三

種
の
は
っ
ぴ
が
織
り
成
す
色
鮮
や
か
な
行

列
に
、
亀
徳
や
轟
木
か
ら
の
青
年
団
の
加

勢
が
加
わ
り
、
観
客
た
ち
に
洋
々
た
る
姿

を
見
せ
ま
し
た
。

■
山

山
集
落
で
６
月
12
日
、
豊
年
祭
を
開
催
。

青
年
団
が
中
心
と
な
っ
た
み
こ
し
行
列
で
、

集
落
を
周
り
、
今
期
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
ま
し
た
。

み
こ
し
連
は
、
ナ
ゴ
リ
山
神
社
を
出
発

し
長
い
坂
道
を
下
っ
た
後
、
県
道
沿
い
を

山
公
民
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
蒸
し
暑
さ

の
強
ま
る
気
候
の
中
、
み
こ
し
連
の
参
加

者
は
力
強
い
足
取
り
で
集
落
を
進
み
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
途
中
、
ミ

ジ
ィ
シ
キ
バ
ン
（
氷
の
入
っ
た
冷
た
い
粥
）

や
手
作
り
の
漬
物
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加

者
は
涼
で
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。
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●● ● Town news

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
５
月
21
日
、

平
成
28
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
塾
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で
８
年
目
と

な
る
学
士
村
塾
は
、
町
内
小
中
学
生
の

１
４
０
名
の
児
童
生
徒
が
受
講
を
申
し
込

み
ま
し
た
。

式
で
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
は
、
式
に
出

席
し
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
「
町
出
身

者
が
進
学
や
仕
事
な
ど
で
様
々
な
活
躍
す

る
中
、
塾
生
も
将
来
の
目
標
達
成
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

塾
生
紹
介
後
に
、
花
徳
小
学
校
４
年
の

松
本
芽
衣
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

学
士
村
塾
塾
生
憲
章
を
塾
生
全
員
で
朗
読

し
今
年
の
学
士
村
塾
へ
の
参
加
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

学士村塾開講式
将来の夢を叶えるために

町
役
場
３
階
会
議
室
で
５
月
23
日
、
徳

之
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
っ
た
丸

山
勝
司
氏
へ
高
岡
秀
規
町
長
か
ら
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
平
成
21
年

に
始
ま
っ
た
総
務
省
の
取
り
組
み
で
、
地

域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
定
住
・

定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲
の
あ
る
都
市

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

丸
山
氏
は
、
１
年
更
新
の
最
長
３
年
間

の
任
期
で
、
福
岡
県
か
ら
単
身
で
移
住
。

こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
で
の
経
験
を

活
か
し
、
情
報
発
信
に
よ
る
観
光
振
興
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
つ
か
っ
た

地
域
づ
く
り
な
ど
を
視
野
に
町
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

地域おこし協力隊委嘱状交付式
新しい視点で島おこし

町
立
図
書
館
ロ
ビ
ー
で
５
月
22
日
、
平

成
28
年
多
読
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
貸
出
冊
数
が
最
も
多

か
っ
た
個
人
や
家
族
へ
、
岩
下
洋
一
図
書

館
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

小
学
生
で
最
多
の
５
３
０
冊
を
借
り
た

亀
津
小
学
校
５
年
生
の
箕
輪
千
賀
子
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
本
を
読
ん
で
勉

強
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

副
賞
の
図
書
カ
ー
ド
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」
と
奄

美
酒
造
組
合
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
。
子
ど

も
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
に
表
彰
状
と
副
賞

を
受
け
取
り
、
図
書
カ
ー
ド
で
手
に
す
る

新
た
な
一
冊
に
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

町立図書館多読者表彰
読書で暮らしを豊かに

南
区
会
館
で
５
月
17
日
、
徳
之
島
総
合

陸
運
株
式
会
社
の
前
田
裕
代
会
長
か
ら
南

区
自
治
会
の
豊
田
祐
也
区
長
へ
１
０
０
万

円
の
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
さ
ん
は
、
兵
庫
県
在
住
の
徳
之
島

２
世
で
、
父
親
は
名
誉
町
民
の
前
田
村
清

氏
で
す
。
村
清
氏
の
自
宅
跡
に
現
在
の
南

区
会
館
が
建
て
ら
れ
15
周
年
と
な
る
本
年

度
、
父
親
の
故
郷
と
な
る
同
自
治
会
へ
寄

付
を
申
し
出
ま
し
た
。
前
田
さ
ん
は
、
南

区
自
治
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
「
島
の
人

が
少
し
で
も
幸
せ
に
な
る
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

寄
付
金
の
贈
呈
後
は
歓
迎
会
が
開
か

れ
、
地
域
住
民
が
約
１
０
０
名
が
浜
踊
り

や
島
唄
な
ど
を
披
露
し
、
前
田
さ
ん
と
の

会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

南区自治会へ 100 万円の寄付
父親の故郷への思い
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役場の仕事　耕地課

耕
地
課
で
は
、

①
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備

②
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

③
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

④
徳
之
島
用
水
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

紹介します !

耕地課
役場 の仕事

①
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
〇
区
画
整
備
事
業
…
農
用
地
区

画
の
整
備
、
農
道
の
整
備
、

耕
地
の
集
団
化
の
実
施
に
よ

り
、
大
型
機
械
で
の
作
業
が

容
易
に
な
り
、
農
作
業
の
軽

減
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を

図
る
整
備
事
業

〇
県
営
畑
か
ん
整
備
事
業
…
徳

之
島
ダ
ム
の
水
を
利
用
し
た

畑
か
ん
施
設
の
整
備
に
よ
り
、

基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

中
心
に
し
た
収
益
性
の
高
い

作
物
へ
の
導
入
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

ま
た
作
物
の
植
付
け
時
に
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
農
業
の

確
立
を
推
進
す
る
事
業
で
あ
り

ま
す
。

現
在
、
畑
か
ん
散
水
施
設
設

置
へ
の
同
意
徴
収
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き

事
業
へ
の
参
加
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
土
層
改
良
事
業
…
国
営
、
県

営
事
業
で
区
画
整
備
さ
れ
た

圃
場
の
土
壌
改
良
（
堆
肥
や

苦
土
石
灰
等
の
散
布
・
心
耕
・

除
礫
・
客
土
）
湧
水
処
理
等

を
行
い
生
産
量
向
上
の
た
め

の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
徳
之
島
ダ
ム
の
水
を
利
用
し

た
畑
か
ん
施
設
…
将
来
、
徳

之
島
で
私
た
ち
の
子
や
孫
な

ど
が
、
夢
と
希
望
が
持
て
る
、

安
定
し
た
農
業
生
活
を
お
く

る
為
に
、
畑
か
ん
施
設
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
業
と
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

■
主
な
業
務
…
畑
か
ん
整
備
事

業
…
農
家
所
得
の
向
上
に
繋

が
る
加
入
率
１
０
０
％
を
目

指
し
、
各
事
業
地
区
で
事
業

説
明
や
工
事
参
加
へ
の
同
意

徴
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

②
農
家
支
援
と
し
て
の
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

〇
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

負
担
は
、
国
50
％
・
県
25
％
・

町
25
％
の
補
助
金
で
賄
わ
れ

手
々
か
ら
南
原
ま
で
の
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
組
織
を
対

象
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
農
業
は
、
過
疎
、
高

齢
、
混
住
化
等
に
よ
る
集
落
機

能
の
低
下
に
よ
り
、
そ
の
適
切

な
保
全
管
理
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
農
用
地
・
水

路
・
農
道
等
の
地
域
資
源
を
将

来
的
に
お
い
て
も
良
好
な
状
態

で
保
全
管
理
を
し
て
い
く
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
よ
り
効
果
の
高

い
共
同
作
業
を
実
施
す
る
た
め

の
事
業
で
す
。

■
主
な
業
務
…
各
組
織
の
交
付

金
管
理
・
運
営
の
補
助
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

③
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
と
は
災
害
時
に
被
災
し

た
農
地
、
農
業
用
施
設
を
現
況

復
旧
す
る
事
業
で
す
。

〇
補
助
金
に
よ
る
災
害
復
旧
工

畑
か
ん

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

う
ぎ
も
ん

沢山の水を貯めた徳之島ダム

多面的機能支払交付事業のイメージ

スプリンクラーでの散水
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役場の仕事　耕地課

事
の
基
準

１
．
24
時
間
雨
量
80
㎜
以
上
、

１
時
間
雨
量
20
㎜
以
上
は

国
よ
り
災
害
適
用
の
通
知

が
あ
り
ま
す
。

２
．
被
害
は
、
被
害
額

４
０
０
，
０
０
０
円
以
上

が
適
用
に
な
り
ま
す
。

３
．
災
害
の
報
告
は
、
発
生

時
よ
り
県
に
約
２
週
間
以

内
報
告

＊
地
域
の
皆
様
へ
の
お
願
い
で

す
、
被
災
を
発
見
さ
れ
た
際

は
速
や
か
に
耕
地
課
へ
の
連

絡
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
主
な
業
務
…
豪
雨
、
台
風
時

の
災
害
発
生
調
査
報
告
、
測

量
設
計
、
国
の
査
定
設
計
作

成
、
国
の
査
定
、
工
事
実
施

設
計
、
工
事
を
建
設
業
者
へ

発
注
・
完
成
検
査
等
。

④
徳
之
島
用
水
基
幹
水
利

施
設
管
理
事
業

徳
之
島
用
水
水
利
事
業
（
畑

地
か
ん
が
い
）
の
施
設
が
完
成

し
た
後
は
、
そ
の
施
設
の
維
持

■
地
籍
調
査

地
籍
と
は
土
地
の
所
有
者
・

地
番
・
地
目
・
境
界
・
面
積
等

の
土
地
に
関
す
る
公
的
記
録
の

事
で
す
。
現
在
、
わ
が
国
の
土

地
に
関
す
る
公
的
記
録
（
地
籍
）

と
し
て
は
、
不
動
産
登
記
法
に

基
づ
く
「
土
地
の
表
示
に
関
す

る
登
記
」
お
よ
び
「
地
図
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
地
図
の
大

半
を
占
め
る
「
地
図
に
準
ず
る

図
面
（
い
わ
ゆ
る
公
図
）」
と

い
う
も
の
は
明
治
初
期
に
実
施

し
た
地
租
改
正
事
業
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
の

測
量
技
術
の
未
熟
さ
と
長
い
年

月
に
よ
る
現
況
の
移
り
変
わ
り

な
ど
に
よ
っ
て
、
現
況
と
公
簿

と
が
一
致
せ
ず
、
多
く
の
不
便

や
土
地
の
境
界
争
い
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
私
た
ち

地
籍
調
査
室
は
国
土
調
査
法
に

基
づ
い
て
土
地
一
筆
毎
に
対
し

て
調
査(

地
権
者
に
よ
る
境
界
立

会
等)

・
測
量
を
行
い
、
現
地
と

公
簿
上
が
い
つ
も
一
致
し
て
い

る
状
態
に
保
つ
と
共
に
、
土
地

の
利
用
・
権
利
の
保
護
・
公
課

上
の
公
平
化
に
役
立
た
せ
よ
う

耕地課

の仕事
地籍調査室

と
す
る
た
め
に
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

＊
徳
之
島
町
で
は
平
成
３
年
か

ら
地
籍
調
査
事
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
は

花
徳
地
区
と
山
地
区
の
一
部
、

翌
年
以
降
も
山
地
区
の
残
り

と
金
見
・
手
々
地
区
と
順
次

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

管
理
を
地
元
で
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
維
持
管
理
費
の
費
用

負
担
の
低
減
を
図
る
た
め
、
ダ

ム
本
体
と
そ
の
周
辺
部
の
重
要

な
施
設
の
維
持
管
理
を
国
や
県

の
補
助
を
受
け
町
営
で
行
い
ま

す
。（
平
成
30
年
予
定
）

そ
の
前
段
階
と
し
て
各
地
区

の
受
益
者
に
対
し
同
意
徴
収
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

⑤
そ
の
他
の
業
務

農
業
集
落
排
水
・
事
業
分
担

金
徴
収
・
事
業
清
算
金
徴
収
・

交
付

＊
最
後
に
農
家
の
方
々
に

耕
地
課
が
推
進
し
て
お

り
ま
す
、
農
業
基
盤
整
備

事
業
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

境界線の確認

境界線を確認しながら印をつける関係者



– 8 –広報とくのしま 2016 年 7月号

平
成
28
年
度
課
税
分
よ
り
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る
方
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
納
期
限
後
の
日
数
に
応
じ
て
本
来
の
税
額
に
加
え

て
延
滞
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期

内
納
付
へ
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

徳
之
島
町
で
は
各
種
税
金
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
指
定
し
た
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
預
貯
金

口
座
か
ら
振
替
え
て
、
町
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。
一
般
的
に
手

続
き
は
一
度
で
、
翌
年
度
以
降
は
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
て
大
変
便
利

で
す
。

・
納
付
が
困
難
な
方
は
納
税
相
談
を

病
気
や
失
業
な
ど
で
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
期
内
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
分
割
に
よ
る
納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

今
月
は
、
固
定
資
産
税
（
２
期
分
）
の
納
期
月
間
で
す
。

納
期
限
は
、
８
月
１
日
（
月
）

※
口
座
振
替
の
方
は
、
７
月
25
日
（
月
）（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
）、
７
月
28
日
（
木
）（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金

融
機
関
）
に
振
替
に
な
り
ま
す
の
で
、
振
替
日
の
前
日

ま
で
に
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

町税

収
納
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

問

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
に
よ
り
、
各
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
そ
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
及
び
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
議
会
に
提
出
す

る
と
と
も
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
教
育
委
員
会
で
は
法
令
に
則
り
、
効
果
的
な
教
育

行
政
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
教
育
行
政
（
事
務
・
事
業
）
の
点
検
・
評
価
を
実
施

し
公
表
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
の
で
閲

覧
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

記

１
．
閲
覧
場
所

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

学
校
教
育
課
（
１
階
）

２
．
閲
覧
期
間

平
成
28
年
７
月
１
日
～
平
成
28
年
８
月
31
日
迄

（
時
間
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
迄
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

教育

町
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
行
政
の
点
検
お
よ
び
評
価
報
告

町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
82
―
１
３
０
８

問

～
平
成
27
年
度
「
徳
之
島
町
教
育
行
政
の
点
検
・
評
価

報
告
書
」
の
公
表
に
つ
い
て
～

畜産

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

受
精
卵
移
植
事
業

■
事
業
内
容

小
規
模
農
家
を
中
心
に
受
精
卵
を
代

理
母
牛
（
能
力
の
低
い
牛
）
に
移
植
し

血
統
や
能
力
の
高
い
牛
を
生
産
す
る
た

め
に
補
助
し
ま
す
。
小
規
模
農
家
に
関

し
て
は
、
繁
殖
雌
牛
10
頭
以
下
の
農
家

が
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

■
補
助
額

受
精
卵
代
と
移
植
技
術
代
を
町
が
全

額
負
担
し
ま
す
。

＊
移
植
対
象
牛
は
、
登
録
牛
、
無
登

録
牛
と
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

平
成
28
年
７
月
１
日
～
７
月
29
日

■
募
集
件
数

20
件
ま
で
（
申
込
者
が
多
い
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
）

申
込
み
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

町
農
林
水
産
課　

畜
産
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
４
５
）

問
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住宅

あ
な
た
の
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す

平
成
28
年
度
徳
之
島
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
ご
案
内

補 助 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 世 帯 ・ 対 象 工 事

①一般世帯補助金
【補助率】　　
対象工事費の１５％

【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根、外壁、床、壁、天井等の

改修
・台所、トイレ、浴室、洗面所の

改修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）

・新築工事・設備機器の取替え・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事・解体工事・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

徳之島町では、住宅の長寿命化、質の向上と併せて地域経済の活

性化、雇用の安定化を図るため、町民が町内の施工業者を利用して、

個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助します。

★同一住宅、同一人につき、「一回限り」の補助です。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて、町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象が所有し、現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分、マンション等の集合住宅は個
人専用部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個
人業者

※リフォームに係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できる
こと。（原則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　 ・ 他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届
いてから着工し、町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完
了住宅は認められません。）

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

７月 1 日（金）
～

８月 31 日（水）

徳之島町役場
2 階（海側）

建設課

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 5 件 平成 29 年 2 月 28 日

※受付期間終了後、受付予定件数を上回った場合は、書類確認後抽選を
行い、補助対象者を決定します。

※申請書等の様式は、徳之島町役場 2 階建設課建築係に用意してあるほか、
徳之島町ＨＰからも入手できます。

町
建
設
課

建
築
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
）

問
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平
成
14
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
農
業
者
年
金

制
度
は
、
農
業
者
の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、

農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
加
え
、
保

険
料
助
成
を
通
じ
て
担
い
手
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
を
あ

わ
せ
持
つ
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
政
策
年
金
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

農業

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
の
特
徴

☆
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険

料
納
付
免
除
者
を
除
く
。）
で

あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の
方

も
加
入
で
き
ま
す
。

～
家
族
一
人
ひ
と
り
の
年
金

を
！
今
、
女
性
の
新
規
加
入

者
が
増
え
て
い
ま
す
～

☆
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年

金
で
す
。
年
金
資
産
は
安

全
性
を
重
視
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
益
（
付
利
）
に
よ
り

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」

の
年
金
で
す
。
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
も
制
度
の
安
定
性
は
損

な
わ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）：
運
用
の
結
果
得
ら
れ
る

年
金
原
資
が
、
積
み
立
て
た

保
険
料
の
総
額
を
下
回
ら
な

い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、
65
歳
の
年
金

裁
定
時
に
運
用
収
入
の
累
計

額
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
準

備
金
の
仕
組
み
等
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

☆
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、

い
つ
で
も
見
直
し
で
き
ま

す
。

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額

の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を

自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万

～
６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単

位
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計

に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま

す
。

☆
終
身
年
金
で
す
。
80
歳
ま

で
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
場
合
、
死
亡
一
時
金
が

あ
り
ま
す
。

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受

け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業

者
老
齢
年
金
の
額
の
現
在
価
値

に
相
当
す
る
額
を
、
ご
遺
族
（
死

亡
者
の
死
亡
当
時
に
同
一
生
計

で
あ
っ
た
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
の

順
位
）
に
死
亡
一
時
金
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

☆
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。

■
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税

が
節
税
に
な
り
ま
す
（
支
払
っ

た
保
険
料
の
15
％
～
30
％
程

度
が
節
税
）。

■
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金

が
運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益

（
運
用
益
）
は
非
課
税
で
す
。

■
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金

に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金

等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま

で
の
場
合
は
、
全
額
控
除
で
き

ま
す
。）

～
つ
ま
り
入
口
か
ら
出
口
ま
で

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。
～

☆
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
す
方
に
は
、

保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族

経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・

後
継
者
の
方
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
（
月
額
最
高
１
万
円
、

通
算
す
る
と
最
大
で
２
１
６
万

円
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う

年
金
は
、
農
地
等
の
経
営
継
承

を
す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例

付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま

す
。
農
地
等
の
経
営
継
承
時
期

に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、

本
人
の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受

給
の
時
期
を
決
め
ら
れ
ま
す
。

～
農
業
の
担
い
手
の
皆
様
へ

の
特
別
な
支
援
で
す
～

さ
ら
に
詳
細
な
農
業
者
年
金

の
内
容
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会

ま
た
は
農
業
者
年
金
基
金
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金

基
金

[

相
談
室]

☎
０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９

[

企
画
調
整
室]

☎
０
３
―
３
５
０
２
―
３
９
４
２

問



広報とくのしま 2016 年 7月号– 11 –

徳
之
島
地
区
消
防
組
合
で
は
こ
の
度
、
消
防
法
第
８

条
に
規
定
す
る
防
火
管
理
者
と
し
て
の
「
資
格
」
を
取

得
す
る
た
め
に
「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
」
を
左

記
の
と
お
り
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

記

１
．
講
習
種
別　
「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
」

２
．開
催
日
時　

平
成
28
年
８
月
４
日（
木
）・
５
日（
金
）

４
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
受
付
８
時
30
分
～
）

５
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（　
　

〃　
　

）

３
．
会
場　
　
　

徳
之
島
町
文
化
会
館

徳
之
島
町
亀
津
７
６
７
３
番
地　

☎
83
―
１
６
８
２

４
．
受
講
料　
　

４
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
他

諸
経
費
）

５
．
締
め
切
り　

平
成
28
年
７
月
22
日
（
金
）

　
　

た
だ
し
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
定
員
60
名
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

消防

防
火
管
理
者
と
し
て
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

徳
之
島
地
区
消
防
組
合

本
部
・
本
署　

☎
83
―
３
１
６
０

天
城
分
遣
所　

☎
85
―
３
９
７
３

伊
仙
分
遣
所　

☎
86
―
３
９
９
０

問

５
月
26
日
、
亀
徳
公
民
館
で

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」

が
開
催
さ
れ
、
地
区
の
高
齢
者

な
ど
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

な
に
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人

で
は
な
く
、
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た

ず
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
温
か
く
見
守
り
、
応
援
者

と
し
て
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
の
講
話
に
続
き
、
民
生
委
員
の

仁
輝
男
さ
ん
ら
が
対
応
の
仕
方
を
分
か
り
や
す
く
演
じ
、

参
加
者
は
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、
講
師
の
話
に
頷
い
て
い

ま
し
た
。

高
齢
者
が
増
え
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
し
て
今
後
も
各
地
で
講
座
を
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。
各
団
体
や
、
学
校
、
企
業
な
ど
、
講
座
の
ご

希
望
が
あ
れ
ば
出
向
い
て
い
き
ま
す
。

認知症

ご
希
望
が
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
の
紹
介

奄
美
群
島
の
各
海
岸
は
、
世
界
的

に
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
の

貴
重
な
産
卵
場
所
で
す
。
徳
之
島
で

も
た
く
さ
ん
の
個
体
が
上
陸
し
産

卵
・
ふ
化
す
る
姿
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
浜
辺
で
は
花
火
等
を
し
た
り
、
騒
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
察
す
る
際
は
、
赤
い
セ
ロ
フ
ァ
ン

を
貼
っ
た
電
灯
を
使
用
し
、
静
か
に
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

・
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
た
り
、
卵
の
盗
掘
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
ず
、
き
れ
い
な
浜
辺
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

動物

浜
辺
で
は
細
心
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
の
ご
協
力
を

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

問

町企画課
☎８２―１１１１

（内線 222）

問
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海
の
事
故
０ゼ
ロ

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

７
月
16
日
（
土
）
か
ら
７

月
31
日
（
日
）
ま
で
「
全
国

海
難
防
止
強
調
運
動
（
海
の

事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
小
型
船
舶
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
次
の
事

項
を
守
り
ま
し
ょ
う
!!

○
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
発

航
前
点
検
の
徹
底

○
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

○
船
舶
間
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
る

奄
美
海
上
保
安
部
で
は
、
自

己
救
命
策
３
つ
の
基
本
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常

時
着
用
す
る

○
連
絡
手
段
を
確
保
す
る

○
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電

話
番
号
１
１
８
番
の
活
用

奄
美
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.
go.jp/10kanku/am

am
i/

を

ご
覧
下
さ
い
。

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

平
成
28
年
度
裁
判
所
職
員

採
用
一
般
職
試
験
（
裁
判
所

事
務
官
、
高
卒
者
区
分
）
の

実
施
に
つ
い
て

■
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時

～
７
月
21
日
（
木
）

○
郵
送

７
月
12
日
～
７
月
15
日（
金
）

■
一
次
試
験
日

９
月
11
日
（
日
）

詳
し
く
は
、
受
験
案
内
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
受

験
案
内
は
、５
月
25
日
（
水
）

か
ら
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も

に
、
最
寄
り
の
裁
判
所
で
も

配
布
さ
れ
ま
す
。）

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
９
９
―
８
０
８
―

３
７
０
７

鹿
児
島
県
山
下
町
13
―
47

８
月
は
人
権
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

と
定
め
、
こ
の
期
間
中
に
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
啓
発

放
送
や
新
聞
広
告
、
じ
ん
け

ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
南

大
隅
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
実
施
し
ま
す
。

 

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
、
子
ど
も

や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
の

人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
県
民
一
人
一
人
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―

２
５
７
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
―

２
８
６
―
５
５
４
３

平
成
29
年
度
鹿
児
島
県

障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
　
訓
練
生
募
集

障
が
い
が
あ
る
方
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

平
成
29
年
４

月
か
ら
１
年
間

■
訓
練
す
る
科　

情
報
電
子

科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版
科
、

建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉

用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務

科
■
募
集
期
間　

平
成
28
年
８

月
１
日
～
平
成
29
年
３
月

３
日
（
５
日
程
あ
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

授
業
料
、
入
校
料
は
、
無

料
で
す
。

詳
し
く
は
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
（
☎
９
９
６
―

４
４
―
２
２
０
６
）、
又
は
お

近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
海
上
保
安

学
校
採
用
試
験

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

■
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

平
成
28
年
７
月
19
日（
火
）

～
７
月
28
日
（
木
）

○
郵
送
・
持
参

平
成
28
年
７
月
19
日（
火
）

～
７
月
21
日
（
木
）

第
１
次
試
験
日

平
成
28
年
９
月
25
日（
日
）

※
受
験
資
格
・
試
験
内
容

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.jinji.
go.jp/saiyo/shiken-
saiyo.htm

）
又
は
海
上

保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.kaiho.

m
lit.go.jp/

）
を
ご
覧
頂

く
か
、
奄
美
海
上
保
安
部

管
理
課
（
☎
０
９
９
７
―

52
―
５
８
１
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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◇キャラクター（ゆるキャラ）のテーマ◇
・徳之島町らしさがあるもの
・世界自然遺産徳之島町としてのＰＲができるもの
・徳之島町のイメージ向上につながるもの
・徳之島町に活力と元気を与えるイメージのもの
・着ぐるみ作成が可能なデザインで、個性的な動きを

連想できるもの
・親しみやすく、ほっとできるもの
◇募集期間◇
平成 28 年７月１日（金）～平成 28 年 9 月 30 日（金） 
◇応募資格◇
居住地、年齢、職業などに制限はありません。（プロ・
アマ不問）
※ 未成年者は保護者の承諾が必要です。
◇応募条件◇
・応募は１人３点までとします。
・応募作品は、返却しません。
・応募作品の画材・色彩・技法は自由です。
・応募作品は自作で未発表のオリジナルのものに限り

ます。（同一作品、類似作品は不可）
・他のコンテスト等に入賞したことがない作品である

こと。
・作品の中に第三者が、法令に基づく意匠権、商標権、

著作権等の権利を有している著作物を利用していな
いこと。

・応募作品について第三者から法令に基づく意匠権、
商標権、著作権などの権利侵害の損害賠償等が提起
された場合、徳之島町は一切の責任を負いません。

・採用作品の使用にあたっては、必要に応じて作品に
変更・修正を加える場合や単色・モノクロで使用す
る場合があります。また、キャラクターの名称につ
いても変更する場合があります。

・最優秀作品の応募者は、受賞と同時に徳之島町に対
して当該作品の著作権を無償譲渡するものとし、そ
の一切の権利は、徳之島町に帰属します。また、商
標登録、商品化に関する対価は無償とします。

・採用作品は、徳之島町の印刷物等あらゆるものに使
用する予定です。

◇応募方法及び応募締切◇
・作品はＡ４判。正面向きでキャラクター全身がわか

るデザインとし、カラー仕上げで提出してください。
また、別紙に必要事項（郵便番号・住所・氏名・年齢・
性別・連絡先・職業・キャラクターの説明）を記入
の上、デザイン用紙と合わせて提出してください。

※キャラクターの名前もつけてください。あわせてふ
りがなを記入してください。ただし、キャラクター
の名称については、変更する場合があります。

・デジタルデータで応募される場合、ＪＰＥＧ・ＰＮ
Ｇ形式のものとします。

※（容量は 10 ＭＢ以下）
・ 締め切りは、持参、郵送、Ｅメール共に 9 月 30 日（金）

までとします。
※作品の提出に係る費用（郵送料等）については、す

べて応募者本人の負担とします。
※Ｅメールで応募される方は、件名に「徳之島町マス

コットキャラクター応募」と必ず記載してください。
◇個人情報の取扱について◇
・個人情報については、選考・発表に関わる事項、マ

スコットキャラクター募集の目的以外で使用するこ
とはございません。

・最優秀作品の作者につきましては、住所（県名、市
町村名まで）、氏名、年齢を公表します。

・個人情報の取り扱いにつきましては、応募された段
階で、応募者の同意を得られたものとします。

 ◇選考方法◇
町民の皆様による投票にて優秀作品数点を選考後、選
考委員会により最優秀作品を決定する予定です。
◇発表及び賞金◇
平成 28 年 12 月１日（木）徳之島町広報誌・徳之島
町 HP・徳之島町地域営業課 Facebook にて発表。
最優秀作品（１点）・賞金 50,000 円ならびに徳之島町
特産品詰め合わせ

■応募・お問い合わせ
徳之島町役場 地域営業課 　徳之島町マスコットキャラクター係
〒 891-7111　鹿児島県大島郡徳之島町徳和瀬 615-1
ＴＥＬ : 0997-83-4111　ＦＡＸ : 0997-83-1114　E-Mail : chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町役場ホームページ　　　https://www.tokunoshima-town.org/

徳之島町マスコットキャラクター（ゆるキャラ）デザイン募集
徳之島町では、平成 30 年世界自然遺産登録を目指して、町の良さを再認識し、

町をより元気に、 また町の魅力を広くＰＲするため、 マスコットキャラクターを

制作します。

『 世界自然遺産の島 』 徳之島町にふさわしいマスコットキャラクター

（ ゆるキャラ ） のデザインを募集します。

～ 募 集 内 容 ～
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町の話題

役場の仕事」（耕地課）

町からのお知らせ

町キャラクター募集要項

健康トピックス

題字紹介／目次／ふるさと
納税紹介

戸籍の窓／わきゃまちのき
まいたりっちゅ／通知カー
ドのお知らせ

02
06
08
13
14
15

16

index

表紙写真

花徳集落で 6 月 12 日、豊年祭が
行われました。青年団のみこしを先
頭にした住民 200 名にもわたる大行
列は、梅雨の長雨を吹き飛ばすよう
なにぎやかさで晴天を呼び寄せ、今
期の豊作を祈願しました。

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」

そ
ん
な
気
持
ち
を
実
現
す
る
た
め

に
う
ま
れ
た
の
が
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
徳

之
島
町
へ
寄
附
を
し
た
場
合
に
、
そ
の

寄
附
金
の
う
ち
、
２
，
０
０
０
円
を
超

え
る
部
分
の
金
額
が
所
得
税
及
び
住

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

徳
之
島
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い

思
い
や
り
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た

め
「

徳
之
島
町
ふ
る
さ
と
思
い
や
り

基
金
」
を
設
置
し
、
寄
附
金
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
町
外
に
お
住
み
の
ご
家
族
や
、

知
人
・
友
人
に
徳
之
島
町
へ
の
ふ
る
さ

と
納
税
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
頂
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

徳之島町
「ふるさと納税」

のご案内

〇寄付金の使い道は、各学校の図書購入費や、特別支援学級の
備品購入費、移住定住住宅改修費等に使われています。

〇徳之島町外にお住みで 1 万円以上の寄付をして下さった方に、
寄付特典をお送りしています。（平成 28 年 6 月 1 日より寄付
特典を変更しています。）

ふるさと納税（ふるさと思いやり基金）への問い合わせ先
徳之島町役場　企画課　徳之島町ふるさと思いやり基金　担当者
電話  0997-82-1111（内 221・222）　FAX　0997-82-1101　
Email: kikaku2@tokunoshima-town.org

～
寄
付
特
典
の
例
～

美農里館
アイスセット

美農里館
特産品セット

マンゴー

パッションフルーツ

黒糖焼酎
3 本セット

壺入り
黒糖焼酎

徳
之
島
町
加
工
セ
ン
タ
ー
「

美
農
里
館
」
の
加
工
品
セ
ッ
ト
や
、

特
産
品
、
果
物
、
黒
糖
焼
酎
等
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

詳しくは、町ホームページ又はふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」
でご確認ください。

（徳之島町ふるさと納税ページ：http://www.furusato-tax.jp/japan/
prefecture/46530）
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2016．

7
月
号
　
№
506

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

マイナンバーの通知カードは
受け取っていますか？

平成 27 年 11 月下旬から 12 月上旬にかけて、
各世帯にマイナンバーの通知カードが入った、
封書を発送しております。

まだ、通知カードが届いていない世帯は、役
場へ宛所なしや保存期間経過等の理由で返送さ
れている可能性があります。役場にて受け取る
ことができますので、下記のものを持参のうえ
お越しください。

【本人が受け取る場合】
・本人確認書類（下記を参照ください）

【代理人が受け取る場合】
・本人の本人確認書類（下記を参照ください）
・本人からの委任状
・代理人の本人確認書類（下記を参照ください）

町住民生活課　　☎ 82―１１１１
　　　　　　　　　　　（内線１２３・１２４）

【本人確認書類】
※原本で有効期限内のものが必要です。

○１つでよい物
運転免許証、パスポート、住基カード（顔写真付

のもの）、身体障がい者手帳など
○２つ必要な物

健康保険証、介護保険証、年金手帳、離島割引カー
ド、本人名義の通帳など本人の名前・住所又は、名前・
生年月日が確認できる書類２点

これらをお持ちでない場合は左記までお問い合わ
せください。


